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大人のつとめ 
 

           枕崎市教育委員会  教育長  木之下  浩一   
 

台風の発生が 31 回を超えるなど気象の状況は不安定ではあるが、それでも、
一歩一歩秋が訪れ、朝夕めっきり涼しくなり、過ごしやすい季節になった。18日の
日曜日は、さわやかな秋空の下、市民運動会が開催された。気温は若干高かった
が、公民館や職場、学校といったまとまりごとに元気いっぱいに、力強く競技が繰
り広げられ、歓声が響き渡る楽しい一日となった。これは、スポーツ推進員や公民
館の役員をはじめとする関係の皆様が、準備から当日の運営までご尽力くださ
り、その「つとめ」を果たされた賜物であり、心より感謝を申し上げたい。 
さて、21 世紀が四半世紀を過ぎた昨今、学級の荒れ、不登校、いじめ、問題行

動など、将来の担い手である子供たちにとって気がかりな現象が少なからず起き
ている。その要因は家庭環境や人間関係、社会の変化、子供たちへのスマートフ
ォンの普及など、複雑かつ多岐にわたっており、決して一つの原因だけで説明で
きるものではない。 
私見かも知れないが、こうした現象は子供たちだけの問題として捉えるのでは

なく、私たち大人自身の生き方や社会の在り方を振り返る機会とすることが大切
だと思う。昔から「子供は大人の社会を写す鏡」と言われる。子供たちは大人が口
にする言葉だけでなく、日々の振る舞いや人との接し方、物事に向き合う姿勢か
ら、多くのことを学び取っている。人は一人で成長するわけではない。幼い頃には
親から、成長する過程では先生や先輩から、社会に出てからは上司や周囲の
人々から、直接的、間接的に様々な「教え」を受けながら、人として成長する。時に
は厳しく諭され、時には失敗を通して気付かされ、また、身近な大人の生き方を手
本として、自分なりの価値観や社会の中で生きるための姿勢を身に付ける。そし
て、「教え」を受けて成長した人が、やがて親となり、先輩となり、後輩を導く立場
になる。そこで得た知恵や経験、礼儀や思いやり、責任を果たすことの大切さなど
を次世代へ伝えていく。この営みが世代を超えて繰り返されることによって、人が
育ち、社会が健全に発展していくのだと思う。 
未来を形づくる子供たちがもし、人として大切なことを十分に教えられないまま

育ち、自分の言動を振り返って、誤りを正す機会も持てずに大人になったとしたら
どうだろうか。その人が親となり先輩となり、人を導く立場となったとき、次の世代
に何を伝えることができるのだろうか。自らが学ぶ機会に恵まれなかったために人
として大切なことを次の世代に伝えられない。その累積が社会の混迷や人間関係
の混乱を招くことにもなりかねない。 
感謝すること、約束を守ること、人を大切にすること、自分の過ちを認めて改め

ることなどの当たり前のこと。こうした大切なことは、言葉で教えるだけでなく、大
人自身が実践する姿を通して示してこそ、子供たちに伝わっていく。したがって、
子供たちに変化を求める前に私たち大人が自らの行動を見直し、必要なところか
ら改めていくことが求められる。例えば、家庭では忙しくても一日一度は子供の話
を途中で遮らずに聞き、失敗を責めるのではなく、改善策を一緒に考える姿を示
し、地域では、清掃活動や市民運動会等の地域行事や市の行事に積極的かつ継
続的に参加し、子供たちに声をかけながら地域の一員として支え合う姿を伝える
ことが大切である。 
昨今の子供たちの現状を憂えるだけでは問題の解決にはつながらない。まず、

私たち大人が自らを省み、家庭、学校、地域が互いに支え合い、身近なところから
行動することで、大人自身が手本となる姿を示すことが子供たちの健やかな成長
を促し、より良い社会を築く力を育む。 
子供たちの未来のために、それを自分なりの方法で伝えようとしているかどう

か。混迷する時代であるからこそ、そんな自覚と実践が「大人のつとめ」として
我々一人一人に強く求められているような気がしてならない。 

 

巻頭言 

教育委員会各課のお知らせやお願い 

 

枕崎市読書感想文に、小・中・高合わせて 66 点
の応募がありました。厳正な審査の結果、次の皆
さんが小・中学校の特選に選ばれました。 

小学校 特選 
１年 枕崎小：伊瀬知 悠愛さん 桜山小：菊永 怜央さん 

２年 別府小：俵積田 橙磨さん 立神小：楠 陽太さん 

３年 枕崎小：下木原 花さん   立神小：小湊 結菜さん 

４年 別府小：近森 拓土さん   立神小：溝口 笑麻さん 

５年 桜山小：上村 心陽さん   別府小：山﨑 日依さん 

６年 枕崎小：松﨑 一颯さん   立神小：宮路 弥恵さん 

中学校 特選 
１年 立神中：鶴之園 桃夭さん 枕崎中：山下 愛結さん 

２年 枕崎中：甲斐 咲綾さん  桜山中：久木田 菜緒さん 

３年 枕崎中：松野下 紗矢さん 立神中：青野 呉波さん  

 

これからもたくさん本に親しみましょう！ 

 

10 月８日（木）塩浜グラウンドで小学校陸上記
録会が行われました。市内の小学校５・６年生が
全員参加しました。これまで学校で取り組んだ練
習の成果を本番で存分に発揮しました。応援の児
童・保護者の大声援も後押しとなり、接戦に次ぐ
接戦でした。爽やかな秋にふさわしい、はつらつ
とした陸上記録会になりました。 

 

＜全体会(実践発表)＞ ＜小４(算数)の授業＞ ＜中１(道徳)の授業＞ ＜先生方の研究協議＞ 

日 曜 行　　　　事

1 日 枕崎市内小学校運動会

2 月 （小学校運動会振替休日）　図書館休館日

3 火 文化の日

4 水 市進路主任研修会

5 木 定例教育委員会　　市進路主任研修会

6 金 二十歳のつどい実行委員会②

7 土

8 日

9 月 図書館休館日

10 火

桜山小学校宿泊学習（～11日）

枕崎小学校修学旅行（～11日）

枕崎地区地域学校協同活動推進委員会②

11 水
立神小学校宿泊学習（～12日）

市民会館・地区館避難通報訓練

12 木 枕崎市学校音楽祭実行委員会

13 金 枕崎市学校音楽祭

14 土
土曜授業

市PTA活動研究委嘱公開（別府小）

15 日 家庭の日　　市民会館休館日

16 月 図書館休館日　　別府高齢者学級市外研修

17 火
市教頭研修会⑤

市地域部活動推進協議会②

18 水
学校備品廃棄

生涯学習県民大学講座

19 木 市・地区校長研修会（予定）

20 金

市フレッシュ研修③　　　市民あいさつ運動

別府校区地域学校協働活動推進委員会②

市町村による青少年劇場（市民会館大ホール）

市学校保健研究協議会

21 土 青少年育成の日

22 日 図書館休館日

23 月
勤労感謝の日

ふれあい図書館まつり

24 火

別府小学校修学旅行（～25日）

市生活指導研究協議会②　　図書館休館日

校外生活指導連絡会②

25 水

学校備品廃棄（予備日）

枕崎小学校宿泊学習（～26日）

立神小学校修学旅行（～26日）

26 木
定例教育委員会　　図書館館内整理日

立神校区地域学校協働活動推進委員会②

27 金

青少年問題協議会企画委員会②

社会教育功労者選考委員会

二十歳のつどい実行委員会③

28 土 「ART　ORIGINATION　2026」（南溟館）

29 日
ふるさと美化活動

川辺駅伝競走大会（吹上浜海浜公園）

30 月
図書館休館日

金山校区高齢者市外研修

11月の行事予定


